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29
電話・面接による乳幼児の育児・しつけ・発達・予防接種等
の相談。
電話による相談　3,276件、面接による相談　1,065件

育児不安等に対応できるように継続して実施する。 保健医療課

29 ４地域子育て支援センターでの相談　延べ1,381件

在宅で子育てをする保護者の中で、相談にも来ることがで
きない、閉じこもり傾向にある家庭への支援が必要である。
相談窓口としての周知を工夫し、相談しやすい環境づくりを
推進する必要がある。

児童福祉課

29 電話育児相談
保育の専門機能を活用して、乳幼児の育児・しつけ・発達な
どの相談を保育所で継続して対応するとともに、相談員の資
質の向上を図ります。

４地域子育て支援センターでの相談　延べ210件

在宅で子育てをする保護者の中で、電話相談もすることの
できない、閉じこもり傾向にある家庭への支援が必要であ
る。
電話での育児相談ができる機関が多くなってきているた
め、地域子育て支援センターとしての電話相談は改善する
必要がある。

児童福祉課

29 栄養相談
保健医療センターにおいて、乳幼児期の食事と栄養等につ
いての正しい知識の普及に努めつつ、利用しやすい窓口とな
るよう充実に努め、継続して市民への周知を図ります。

乳幼児をもつ保護者に対し、保健医療センターにおいて、
乳幼児期の食事と栄養についての相談（要予約）。
年24回　43件

継続して実施する。 保健医療課

30
乳幼児の保護者に対して実施している、随時の子育てに関
する相談。
電話による相談　1,029件、面接による相談　60件

タイムリーに相談できるように継続して実施する。 保健医療課

30

子どもを持つ保護者を対象に電話子育て相談等の相談業
務を実施した。
子育て電話相談等　参加者　251人
子育て個別面接相談等　参加者　698人

引き続き保護者が相談しやすい多様な相談体制を継続し
て実施する。

男女共同参画課

30 電話相談　313件、面接相談　239件
継続して実施する。また、市内における子育て相談機関の
一覧表を利用しやすいように再整理し、子育て情報ハンド
ブックを更新する。

子育て支援課

30
市立14園で毎月第２・第４水曜日で午前中、子育て相談室
を開設。
相談件数　延べ39件

継続して実施する。 教育総務課

育児相談
乳幼児の育児・しつけ・発達・保健などの相談窓口として、電
話・面接による相談事業を実施しています。今後も市民への
周知を図り、利用しやすい窓口になるよう努めます。

子育て相談

健康増進センターでは随時子育てに関する相談を受けてお
り、幼稚園での園舎・園庭開放時にも「子育て相談」を公立幼
稚園で実施しています。男女共生センター ローズＷＡＭで
は、男女共同参画の視点からも、子育てに関するさまざまな
悩みについて、面接及び電話相談を実施しています。相談を
進める中で、ＤＶや児童虐待、女性としての生き方の悩みなど
相談内容がさまざまな領域に広がる場合もあることから、他の
相談員との連携を深めるとともに、関係機関との連携を深めま
す。

茨木市次世代育成支援行動計画掲載内容
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30
教育相談　電
話教育相談

児童、生徒の学習、性格、行動、身体、発達、進路等の教育
に関する相談窓口として、電話・面接による相談事業を継続し
て実施します。市民への周知を図り、利用しやすい窓口として
充実に努めます。

相談件数　延べ2,035件
電話相談件数　延べ120件

市民からの相談受付後、迅速に相談を開始できるように工
夫する。また、学校と連携を図れる点について追及する。

教育研究所

30
「いじめ」ホッと
電話相談

子どもへの周知を徹底し、利用しやすい窓口として充実を図
り、継続していじめ問題の早期解決と解消に努めます。

相談件数　延べ93件
市民が利用しやすいように周知方法の工夫をするとともに、
いたずら電話防止の対策を図る。

教育研究所

30
適応指導教室
「ふれあいルー
ム」

不登校の児童・生徒がカウンセリングや様々な活動を通し、自
立できるよう支援します。今後も継続して実施します。

不登校児童・生徒を対象に、教科指導や体験学習を実施。
訪問指導等の学生ボランティアの派遣　延べ1,068回

入級の仕方について市立小中学校に周知を図るとともに、
市立小中学校と、学校復帰を目指すことを目的とした連携
の強化を図る。入級生の個に応じたカリキュラムの工夫改
善する。

教育研究所

30
言語障害児教
育相談「ことば
の教室」

ことばの遅れ、吃音、言語障害などことばの問題についての
相談・指導を継続して実施します。関連機関との連携の強化
を図り、指導効果を高めていきます。

相談件数　延べ2,264件
より適切な相談療育機関等の紹介を含め、関係機関との連
携を強化し、本事業を効果的に実施する。

教育研究所

30
女性のための
各種相談

女性が抱える悩みや不安等女性全般に関わる相談に幅広く
対応できる窓口として、女性相談、ＤＶ相談、法律相談等の相
談業務の充実を図るとともに、関係機関との連携を深めます。

女性を対象に、各種相談業務を実施した。
女性・電話・DV・法律相談等　相談件数　835件

個々の相談に応じるだけでなく、数多くの相談から見える課
題を講座等の事業にいかす。

男女共同参画課

30

【豊川青少年センター】
不登校や子育て等に関して気軽に相談できる場を設定。
必要に応じて元保育所長や助産師がアドバイスを行うこと
ができた。
市内4か所、年間6回、参加者 延べ37人

30

【沢良宜青少年センター】
講師として招いた臨床心理士が子育てに関する悩みを聞
き、専門的な見地からアドバイスを行った。
年間10回、参加者　延べ36人

30

【総持寺青少年センター】
不登校をはじめ、子育てについて保護者が気軽に相談で
きる場を設定。
専門家のアドバイスを中心に保護者どうしの交流も行うこと
ができた。市内公民館等で年10回開催、参加者　延べ87人

子育て相談
豊川・沢良宜・総持寺青少年センターでは、不登校、しつけ、
子育てについての相談などについて、専門的な見地から指
導に努めます。

気軽に相談できる場としての特性を生かすとともに、周知方
法や相談の方法を工夫していく必要がある。

青少年課
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30
相談件数　２件
(内訳）女性　１件、障害者　１件
子どもに関する相談は０件

人権侵害に関する情報伝達を円滑に行うため、各関係機
関との連携をさらに強化する。また、当事者のみならず近隣
住民からの通報を得るためにも、市広報誌・ホームページ・
地域情報誌等での広報を活用して、より身近な相談窓口と
しての周知に努める。

豊川いのち・愛・ゆ
めセンター

30

同和問題 ２件、女性の人権問題 ５件、障害者の人権問題
１件、
高齢者の人権問題 １件、子どもに関する人権問題 １件、
その他（隣人とのトラブル等） １３件   合計２３件

継続して実施する。また、夜間の相談を実施し、相談機会
の拡大を図る。

沢良宜いのち・愛・
ゆめセンター

30

虐待に関する相談　３件、差別的取扱に関する相談　4件
平成 19年2月9日児童養護施設救世軍希望館の前田館長
を講師として、子育てにおける虐待やしつけの重要性をお
話いただいた。

子どもの人権が尊重されるよう、地域住民への周知や相談
に来ることができない人や地域から孤立している人を見逃さ
ないよう身近な相談窓口であるよう心がける。

総持寺いのち・愛・
ゆめセンター

31
保育所地域開
放「いっしょに
あそぼう!!」

在宅の親子が、保育所の子どもたちや地域の人々と交流が
図れるよう、継続して活動内容の充実に努めるとともに、市民
への周知を図ります。

各保育所で原則毎週１回「ともだち広場」を開催。
在宅で子育てをする保護者の中で、保育所へ来ることがで
きない、閉じこもり傾向にある家庭への支援が必要である。

児童福祉課

31
小学校庭・幼稚
園庭の開放「こ
ども広場」

地域の子どもたちの安全な遊び場を確保するために、利用団
体間等との調整を図りながら、こども広場の運営を促進しま
す。

31小学校　開設日数　1,216日、参加者　58,510人
13幼稚園　開設日数　  298日、参加者　  6,278人

子どもたちの安全な遊び場の必要性が高いため継続して
実施する。

青少年課

31
【上中条青少年センター】
開催数　12回
参加者437人

31

【豊川青少年センター】
各種講習講座、体験活動推進事業、交流促進事業、子ど
もすこやか広場事業、自主活動支援事業等を実施。
参加者　延べ16,262人

31

【沢良宜青少年センター】
各種講習講座、体験活動推進事業、交流促進事業、子ど
もすこやか広場事業、自主活動支援事業等を実施。
参加者　延べ19,075人

青少年セン
ター土曜日子
ども広場各種
講座教室等

地域の子どもたちの学校外での生涯学習の場として開催しま
す。子どもの自主性を尊重し、意欲を伸ばせるような内容を企
画し、多くの子ども・保護者に周知を図ります。

豊川・沢良宜・総持寺いのち・愛・ゆめセンターでは、子どもが
人権侵害を受け、または受ける恐れがある場合、より適切な
対応ができるよう、関係機関と連携した相談体制の充実に努
めます。

人権相談事業
「人権ケース
ワーク事業」

継続して実施する。今後も、子どもたちの興味・関心に応じ
たプログラムを提供し、意欲を伸ばせるよう、事業の充実を
図る。

青少年課
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31

青少年セン
ター土曜日子
ども広場各種
講座教室等

地域の子どもたちの学校外での生涯学習の場として開催しま
す。子どもの自主性を尊重し、意欲を伸ばせるような内容を企
画し、多くの子ども・保護者に周知を図ります。

【総持寺青少年センター】
各種講習講座、体験活動推進事業、交流促進事業、子ど
もすこやか広場事業、自主活動支援事業等を実施。
参加者　延べ18,977人

この数年、障害のある子どもが放課後の居場所としてのセ
ンター利用が増加しているため、これに対応していく事業内
容や施設運営のあり方を検討する必要がある。

青少年課

31
親子交流の場
（つどいの広
場）

保育所や幼稚園に通っていない子どもと保護者が、気軽に集
い、自由に遊べる場を整備するとともに、育児に必要な情報
提供や相談を継続して実施します。

つどいの広場設置数１１カ所（うち新規３カ所）
年間利用人数　延べ75,232人

目標である全中学校区に１つの広場を設置できていないの
で、できるだけ早く全中学校区に設置できるように努力す
る。また、周知方法を工夫し、利用者増を図る。

子育て支援課

31

男女共生セン
ターローズＷＡ
Ｍ「あそびの広
場」

親子で自由に遊べる場の提供を行い、子どもや親の交流の
場として市民への周知を図ります。

６か月から就学前の子どもと保護者対象に「あそびの広場」
を実施した。
開催回数　10回、参加者　保護者165人　子ども181人

男女共同参画の視点での子育て支援として、取り組んでい
るが関係課との同様事業について、進め方を検討する必要
がある。

男女共同参画課

31
地域子育て支
援センター

子育て家庭の育児不安等の解消のために子育てに関する子
育てマップや子育てハンドブック作成などによる情報提供、各
関係機関と連携し、相談・指導・家庭訪問を行います。また、
育児グループの育成を継続して実施します。

地域開放 195回、子育て講座 221組、親子育児教室 410
組

在宅で子育てをする保護者の中で、支援センターへ来るこ
とができない、閉じこもり傾向にある家庭への支援が必要で
ある。

児童福祉課

31

ファミリー・サ
ポート・セン
ター　地域の子
育て相互援助
事業

地域で育児の手助けをしてほしい依頼会員と手助けをする援
助会員の相互援助活動（地域内育児支援事業）により、仕事
と子育てが両立できるよう事業の充実に努めます。

市民を対象に、事業説明会・講習会を開催した。
説明会　43回　参加者　294人、講習会　21回　参加者
223人
会員を対象に、研修会・交流会を開催。
研修会　３回　参加者　136人、交流会　６回　参加者　132
人

広報活動を含め出張による説明会等を実施するなど援助
会員の確保に努めたが、今後も継続し実施していく。

男女共同参画課

31
育児ボランティ
ア活動の推進

保護者の勉強会や講習会等での保育、在宅育児支援など地
域の実情に即した子育て支援を継続的に行うために、ボラン
ティア団体との連携を図り、活動を推進します。

在宅でのボランティア活動
延べ日数　259日　 活動延べ人数　324人
各種施設、関係機関、団体でのボランティア活動
延べ日数　97日   活動延べ人数　274人

在宅育児支援の需要が高まる中、在宅育児支援ボランティ
アの育成、充実を図るとともに、効果的な支援を行うため、
他機関との連携をさらに深める必要がある。

社会福祉協議会

31
地域育児サー
クルの育成

地域子育て支援センター等を拠点に各地域での育児サーク
ルの育成や活動を継続して支援します。

４地域子育て支援センターでの支援　延べ84件
サークルの継続性・発展性が弱く、子どもの成長とともに解
散していく傾向にある。
リーダーやサークル活動をより支援していく必要がある。

児童福祉課

31
民生委員・児童
委員、主任児
童委員活動

民生委員・児童委員、主任児童委員による児童に関する相
談・指導助言等の活動を推進します。

民生委員・児童委員委員数（4月1日現在）　388（定数
397）人
相談・指導件数　2,800件
（内訳）子育て・母子保健　331件、子どもの地域生活
1,745件、子どもの教育・学校生活　724件

研修会等を通して、民生委員・児童委員、主任児童委員の
さらなるスキルアップを図る。

福祉総務課
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32

子育て支援総
合センターコー
ディネーターに
よるネットワーク
の構築

子育てに悩みをもつ保護者を支援し、安心して子育てができ
るよう、関係機関とネットワークの強化を図るとともに、専門機
関や施設への紹介、子育てに役立つ情報の収集、関係指導
者の専門性を高め、資質の向上を図るための研修会の開催
などを実施し、総合的な子育て支援に努めます。

子育て支援総合センターの保育ボランティア及び家庭訪問
支援員を対象に、資質向上のための研修会を実施した。
保育ボランティア研修１１回、　家庭訪問支援員研修　３回

子育て支援のネットワークが未構築であるため、地域ごとの
ネットワーク構築を検討する。

子育て支援課

32 乳幼児学級
乳幼児の心身の発達を支援するために、その発達に即した
家庭教育のあり方を学習できるように、活動内容の充実を図り
ます。市民への周知を図り、家庭教育を推進します。

乳幼児学級（きらきらクラス） 全７回開催 参加人数 延べ２０
８人　乳幼児学級（のびのびクラス） 全７回開催 参加人数
延べ１８６人　乳幼児学級（すくすくクラス） 全７回開催 参加
人数 延べ１９５人

講座の後期に参加者が減少するため、講座の回数および
募集方法を見直す。

地域教育振興課

32

【豊川青少年センター】
保護者セミナー　7回　参加者　延べ404人
子育てサークル　40回　参加者　延べ910人
親子ふれあい広場　20回　参加者　延べ519人

32
【沢良宜青少年センター】
子育て支援親子教室　30回　参加者　延べ1,036人
親子でほのぼのタイム 16回　参加者　延べ  672人

32
【総持寺青少年センター】
ピヨッコクラブ　年18回　1,494人
子育てセミナー　年2回　301人

33 家庭教育学級
児童・生徒をもつ親に対して、家庭教育の重要性を再認識し
ていただくとともに、必要な知識と技術について学習する機会
の提供を行い、子どもの健全な育成を支援します。

市内３２小学校
参加人数　１０７９人

各学級での家庭教育に関する取り組み状況がかなり異なる
ので、各学級が事業計画作成にあたって、積極的な情報
提供を行い、活発な学習活動を実施できるよう支援する。

地域教育振興課

33
家庭教育学級
指導者の研修

指導者の認識、資質の向上を図るために研修内容の充実と
参加の促進に努めます。

開催回数　全３回
参加人数　延べ１３８人

指導者の認識、資質向上を図るとともに、学級運営に必要
な技術を習得できる実践的な研修会を継続して実施する。

地域教育振興課

33 保護者講座
保護者の育児等に関する疑問や悩みを解決する手助けとな
る講座を開催します。

開催回数　全３回
参加人数　延べ166人

思春期の子どもを持つ親の不安や悩みに応じた講座を継
続して実施する。

地域教育振興課

33
家庭教育セミ
ナー

家庭教育ノート等に基づき、家庭において保護者が子どもに
接する態度・方法などを学習し、家庭の教育力向上を支援し
ます。

開催回数　全３回
参加人数　延べ182人

一時保育を実施するなど、乳幼児の保護者が参加しやす
い環境を整備する。

地域教育振興課

青少年セン
ター子育て講
座

幼児・児童・生徒をもつ親に対して、子育てと同時に親自身の
親育ちとしても学習する機会を提供し、家庭の教育力向上に
努めます。

継続して実施する。子育てについてニーズに応じた学習機
会を提供していけるよう、さらに事業の充実を図る。

青少年課
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計画
書掲
載
ペー
ジ

事業 今後の計画・方向性
１８年度の取り組み及び実績 １８年度の事業課題及び今後の改善点 担当課

茨木市次世代育成支援行動計画掲載内容

33
お父さんといっ
しょにたのしく
遊ぼう

１歳～就学前児童をもつ父親と子どもがリズム遊びや手遊び
等で楽しく遊ぶ機会を提供しています。

１歳から就学前の子どもと保護者対象に「お父さんといっ
しょに楽しくあそぼう」を実施した。
開催回数　５回、参加者　保護者50人　子ども52人

男女共同参画の視点での子育て支援として取り組んでいる
が、関係課との同様事業について、進め方を検討する必要
がある。

男女共同参画課

33
父と子の料理
教室

料理をすることで父と子のコミュニケーションを図る機会の提
供を継続して実施します。

市内の小学生を対象に、小学生夏休み講座「世界を知ろ
う」の中で料理実習を開催した。
開催回数　２回、参加者　38人（内、料理実習としては、１回
開催　参加者　20人）

親子のコミュニケーションの機会として有効。必要に応じて
実施する。

男女共同参画課

33
親子でたのしく
遊ぼう

１歳～就学前児童をもつ親と子どもがリズム遊びや手遊び等
で楽しく遊ぶ機会の提供を継続して実施します。

１歳から就学前の子どもと保護者対象に「親子でたのしく遊
ぼう」を実施した。
開催回数　15回　参加者　保護者322人　子ども328人

男女共同参画の視点での子育て支援として取り組んでいる
が、関係課との同様事業について、進め方を検討する必要
がある。

男女共同参画課

33
よちよちはいは
い講座

６か月～１歳６か月児をもつ親と子どもがリズム遊びや手遊び
等で楽しく遊ぶ機会の提供を継続して実施します。

６か月から１歳６か月の子どもと保護者対象に「よちよちはい
はい講座」を実施した。
開催回数　２回、参加者　保護者43人　子ども40人

男女共同参画の視点での子育て支援として、取り組んでい
るが関係課との同様事業について、進め方を検討する必要
がある。

男女共同参画課

33

男女共生セン
ターローズＷＡ
Ｍ「あそびの広
場」＜再掲＞

親子で自由に遊べる場の提供を行い、子どもや親の交流の
場として市民への周知を図ります。

６か月から就学前の子どもと保護者対象に「あそびの広場」
を実施した。
開催回数　10回、参加者　保護者165人　子ども181人

男女共同参画の視点での子育て支援として取り組んでいる
が、関係課との同様事業について、進め方を検討する必要
がある。

男女共同参画課
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